
日 時 平成２７年３月１３日（金） 14：00～（受付 13:30～）
会 場 群馬会館（群馬県庁正面） ２階ホール
内 容 14：00～ 記念式典

14：30～ 記念講演「低炭素社会への転換をめざして・・・エネルギーと社会」
全国地球温暖化防止活動推進センター 長谷川公一センター長

15：00～ シンポジウム
テーマ ～群馬の温暖化対策とセンターにのぞまれること～
コーディネーター 熊倉浩靖氏（群馬県立女子大教授）
パネラー ・県農政部技術支援課 生産環境室長 吉野 努 氏

・サンデン株式会社 環境推進本部 渡辺一重 氏
・中央中等教育学校教諭 松井孝夫 氏 他
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センターホームページ掲載の群馬県環境ボランティア団体は、お陰さまで3月
6日現在で131団体の方々に登録していただきました。
活動地域別に登録状況を見ると、群馬県全域で活動している団体は29団体、

利根沼田地区：16団体、吾妻地区：3団体、西部地区：28団体、中部地区：31
団体、東部地区：24団体となっています。
また、活動分野別に見ると、最も登録が多い活動分野は、『環境教育・環境学

習』（81団体）、次に『自然観察・保護』（72団体）、『環境美化』（69団体）と、続い
ています。自然や環境を保護し、また、その大切さを伝えていくことに多くの方々
が力を入れられています。

1月には、登録いただいた団体の交流会を各地区で開催しました。参加団体の
活動紹介や意見交換が行われ、団体の方々の交流を図ることができました。

これからも、県内でご活動されている方々の取り組みやメッセージを、ホームページを通して、お伝えしていき
ます。また現在は、登録順に団体名を表示していますが、情報更新のあった団体が先頭に表示されるようにす
るなどして、より多くの方々に、環境ボランティア活動について知っていただけたらと思っています。ご登録してく
ださいました団体の皆様、ありがとうございました。

◇環境ボランティア団体一覧への登録方法について
お申し込みは、センターホームページの『各種申し込み』より

ご登録ください。電話でのご登録も受け付けています。

◇団体活動紹介URL
http://www.gccca.jp/volunteer/

皆さんと歩んだ１０年、そしてこれからも・・・

センターの愛称「えこサポ」
のロゴマーク

環境ボランティア団体交流会
（1月26日中部地区）の様子

推進員さんの参加もありました

群馬県地球温暖化防止活動推進センターは、今年の3月30日で指定10周年を迎えます。推進員の皆
さまに支えられて歩んできました。ありがとうございました。これからも、緑豊
かな地球を未来に引き継ぐために取り組んでいきましょう。
センターでは10周年の記念事業の一環としてセンターの愛称募集を行いま

した。これまで、知らない人には「名前が長すぎる」「わかりにくい」(´･_･`)・・
知っている人には「センター」としか呼ばれず暗号のよう(>_<)・・だった、群馬
県地球温暖化防止活動推進センター。

12月から募集をして2月上旬の〆切までに92件の応募があり、その中から

最優秀賞一点「えこサポ」に決定しました。これからは、「えこサポ」と呼んでくださいね！他の都道府県
センターには「えこサポ」を使っているところが数箇所ありますので、県外では「えこサポぐんま」としてア
ピールします。10周年を機に、あらたなスタートです。「えこサポ」をどうぞよろしくお願いいたします！
この「えこサポ」と優秀賞作品二点「e-pal」「エコdeクールぐんま」を3月13日の10周年記念式典の中で

表彰します。記念講演、シンポジウムと合わせてぜひご参加ください！

なんだかんだで10周年、いろんなことがありましたが、悲喜交々の語らいの場は懇親会（17：30～県庁
地下食堂 会費3,000円・要予約）で。
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「水資源の大切さを学ぶ､省エネ・節電の講師も積極的に」

-- 松島 規雄 さん 〔民生部門 伊勢崎市〕

伊勢崎市のまちづくりの様々な問題を市民に提示し、解決策を検討し、
行政と協働して安心して住める美しいまちづくり を実現するための活動を
行っています。
現在は、市内複数の環境系市民団体と協働で「水資源の大切さ」につい

て学んでいます。我が県は首都圏の水瓶であり、それについては皆さんも
納得するところですが、下水道や合併処理浄化槽などの整備指標とされる
汚水処理人口普及率については、全国３７位、関東地方７都県でダントツ
最下位と恥ずかしい順位となっています。
これらを解消するためにはどうしたら良いのか。川下の県に綺

麗な水をお届けするのにはどうしたら良いのか。水処理の専門
家をお招きして勉強会を催したり、汚水処理の現状についての
見学会を実施するなどし、これらを提言としてまとめる作業を行
っているところです。
また、省エネ、節電についての正しい知識を広く知っていただ

くため、また楽しく省エネに取り組んでいただくため、出前講座
の講師を随時行っています｡
対象は小学校高学年から一般の方々まで、幅広く学んでいた

だいています。やはり、学ぶ姿勢が身に付いているのでしょうか、
子ども達の方が省エネ、節電を実践しようという気持ちを強く感じ
ます。

このページでは、各地で活躍されている群馬県地球温暖化防止活動推進員さんの活動を紹介しています。

今回は､民生部門で活躍されている推進員さんを紹介します。

このページでは、各地で活躍されている群馬県地球温暖化防止活動推進員さんの活動を紹介しています。

今回は､民生部門で活躍されている推進員さんを紹介します。

「環境活動をふり返って。そしてこれからももったいない！精神で」

-- 磯貝 享子 さん 〔民生部門 安中市〕

市内の公民館で行った地球温暖化防止の出前
講座で手作りの資料を使って説明

地元の小学校で節電・省エネの出前講座の講師を
務めている様子_2010年7月14日上毛新聞掲載記事

安中市松井田町に住み１５年になります。
上原太郎さんという素晴らしいボランティア精神の方と出会い、環境活動

に取り組むようになりました。
平成２０年６月からは地域やボランティア団体、行政の協力を得て松井田

町全域の廃食用油の回収を行い、今年の２月までに２００Ｌドラム缶で６５本
分（月平均１６０Ｌ）の回収ができました。この取り組みで平成２１年度の温暖
化対策（一村一品知恵の環つくり）事業において、群馬県地球温暖化防止
活動推進センターの故新井理事長より特別賞をいただくことができました。
平成１７年に群馬県地球温暖化防止活動推進員の委嘱を受けてからは、

地域公民館などで地球温暖化防止のため、壊れゆく地球を
思い、恐ろしい異常気象に苦しむ弱者を思い、毎回背中を
押されるような、また、別の緊張感でいっぱいでしたが、約
１００回のセミナーをさせていただきました。県のエコムーブ
号の学校教育にも参加し、この子供たちを守らねば！と強
く思いました。
主婦としてごみ減量に特に力が入ります。でも最も大切な

ことは、人間一人一人の心の環境（有りよう）がカギであるこ
となど、活動を通じてたくさん勉強させていただきました。
これからも、もったいない！精神で持続可能な循環型社会

の形成の一助になりたいと切に思っています。
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群馬県環境エネルギー課地球温暖化対策係 TEL  ０２７－２２６－２８１７

県からの
お知らせ

クールシェアキャンペーンを実施します！

平成２７年度からのお問い合せ先

平成２７年３月３１日をもちまして委嘱期間が満了となります（御礼）

今期の群馬県地球温暖化防止活動推進員の委嘱期間は、平成２５年５月２１日から平成２７年３月３１日までと
なっており、任期満了まで残すところあとわずかとなりました。

平成２６年度群馬県地球温暖化防止活動推進員活動報告書につきましては、多くの推進員様からご報告いただ
き、ありがとうございます。提出期限は平成２７年３月１７日です。まだ提出されていない方は、ご報告いただきます
ようお願いいたします。
ご提出いただいた活動報告書等は、今後の推進員支援業務の参考にさせていただきます。

約２年間、推進員のみなさまにおかれましては、日頃より地球温暖化防止活動にご尽力くださいまして
誠にありがとうございました。
この場を借りて御礼申し上げます。

今後もお住まいの地域・お勤め先等で
ご活躍くださるようおねがいします！

夏の暑い日、家の電気の半分以上をエアコンが使っています。そこでひとり一台のエアコンをやめ、涼しい場所
をみんなでシェアするのがCOOL SHAREです。公園や図書館等の公共施設のほか、地元のお店などの協力で

暑さを忘れて過ごせる場所に集まったり、自然が多くて涼しい場所に行ったり、また、家のエアコンを止め、みん
なで催しや活動に参加するのもCOOL SHAREです。

例えば3台のエアコンを
つけていたら2台を止
め、1部屋に集まり家族
団らんで過ごそう。

木陰や水辺といった、自
然が多く涼しい場所に行
き、ゆったりとした時間を
過ごそう。

自宅のエアコンを止め、
ご近所のお宅に集まって
ご近所同士のコミュニティ
を深めよう。

商店街やカフェなど、身
近で涼しい場所に集まっ
て、楽しい時間を過ごそ
う

群馬県では、平成27年度新たに県・市町村の公共施設（博物館・美術館等）や商業施設（ショッピングセン
ター等）と連携したクールシェアキャンペーンを実施予定です。

詳細が決まり次第、県や群馬県地球温暖化防止活動推進センターホームページなどでお知らせしていきま
すので、ぜひ周囲へのお声かけをお願いいたします。
また、東京電力（株）と連携して、各家庭へ節電パンフレットを配布する事業も実施します。

クールシェアとは

県の組織改正により、現在群馬県地球温暖化防止活動推進員の運営業務を担当している所属が変更となり
ます。平成２７年度からは環境エネルギー課からご連絡をさせていただきますので、ご承知おきください。

出典：Fun to Share ウェブサイト（http://funtoshare.env.go.jp/coolbiz/coolshare.html）



センターでは、26年度も県委託事業「家庭の節電・省エネ推

進業務」の節電・省エネ出前講座（１０人程度からの地域の会

合等の前後の時間に開催）に講師を派遣してきました。

推進員皆さんのご協力をいただき、今年度は昨年を上回る

44件の講師派遣を行い､目標40件をクリアすることができまし

た。受講者は1,313人で､24年度から最多となりました。

今年度は､新たに家庭のCO2削減をテーマにしたリーフレット

『ぐんまちゃんのじょうずなCO2ダイエット作戦』も加えました。

継続される推進員さん､来年度も引き続きご協力をお願いします。

伊香保グリーン牧場の
環境への取り組みを見学｡
イチゴ狩りのハウスの加

温は､木質ﾍﾟﾚｯﾄを燃料と
して使用する等CO2排出
量の削減と資源の有効活
用を図っています｡
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群馬県地球温暖化防止活動推進センターより

◇３月２０日（金）１７時から キャンドルナイト えこサポ事務所にて

◇４月 ４日（土）１８時から キャンドルナイト（広瀬川の「光の街まえばしプロジェクト」と合同開催の予定）

◇メルマガ登録して下さい・・登録がまだの方は、メールアドレスをえこサポ（ info@gccca.jp） へお知らせ下さい。
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編集・発行

群馬県地球温暖化防止活動推進センター 群馬県環境政策課
〒371-0016 前橋市城東町2－3－8 〒371-8570 前橋市大手町1－1－1     

TEL：027-237-1103  FAX：027-232-1104 TEL：027-226-2817  FAX：027-243-7702
MAIL：info@gccca.jp MAIL：kanseisaku@pref.gunma.jp

節電行動が広まった！「家庭の節電・省エネ出前講座」

えこサポからのお知らせ

26年度「家庭の節電・省エネ出前講座」講師派遣結果

冬

夏

(件)

3月31日で､推進員さんは25年度の委嘱から2年が経過し､任期を迎えます。今年度も積極的に活動されました。

今回は1月に行われた推進員全体研修会と各地区で推進員さんが協力して取り組んでいる状況をご紹介します｡

◇1月16日（金）中部地区施設見学会

各地の活動

活動状況報告と今後の取り組み
（施設見学先等）について意見交換

◇1月15日(木）東部地区推進員会議

活動状況報告と今後の取り組みに
ついて意見交換

◇2月6日(金）西部地区推進員会議

○エコDO! …みどり市では推進員さんの働きかけにより、市内の小学校で「エコDO!」に
取り組みました。342人が参加、CO2は 13kg減らすことができました。

○エコライフアクションシート
・「エコライフアクションシート」への取り組み総数は1,318名。削減CO2量は集計中です。
・邑楽町では推進員さんの働きかけにより、町内の全小学校で取り組みました。492人が
参加、削減CO2量は集計中です。

○ソーラークッカーモニター
回答数 22名 総調理回数（使用台数）：272台 総CO2削減量：32,820g

詳しいことはホームページでお知らせしています。推進員のページへもどんどん投稿してくださいね！

第2回推進員全体研修会

講演をされる荒井
由美子さん

ソーラークッカーのお問い
合わせ、相談はセンター
まで

1月２６日(月)、第2回推進員全体研修会を開催しました。この一年の推
進員活動のまとめとして事務局から報告、中部・西部の研修報告のあと、
FAO（国連食糧農業機関）職員の荒井由美子さんが「世界の食料問題と
気候変動」と題して講演を行いました。

第１回研修会のテーマ「食品ロス」にからめ、世界の
現状についてFAOのデータを用いてお話をいただき
ました｡
今の世界人口を賄える食糧生産量はあるにもかか

わらず、なぜ飢餓が起こるのか、といった興味深い内
容でした。先進国における食品ロスの問題､途上国に
おける製造過程でのロスの問題､そして食糧生産の不
安定要素としての気候変動と、濃密な内容を短い時間
でまとめていただきました。

群馬県でも見られる温暖化の影響と思われる変化について、引き続き
調査を行っていますので、皆様からのレポートをお寄せください。


